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論文題目 マルチエージェントシミュレーションを用いた歩行者専用現示方式信号の導入評価 

 歩車 分 離式 信号 交 差点 は， 車と 歩 行 者が 交差 点内 で 交 わる こと はな い た め， 一般

的な信号 交差点 と 比較する と安全 性 が高く， 近年， 歩 車分離式 信号の 整 備は 全国的

に進めら れてい る ．しかし ，通常 の 信号現示 方式の 交 差点に歩 車分離 式 信号を導入

すると， 歩行者 に 専用の青 現示を 与 える時間 が必要 と なるため ，車の 赤 信号待ち時

間が増え ， 渋滞 が 発生する 場合も あ る．よっ て，歩 車 分離式信 号を導 入 する際には

交通流へ の影響 を 評価した 上で整 備 を進める 必要が あ るが，整 備をす る にあたって

の明確な導入基準は定められていない．  

 本 研 究 では， 導 入基準策 定の端 緒 となる要 因とし て ，車の平 均旅行 時 間，歩行者

の平均旅行時間，車の C O 2排出量の 3つを挙げ，歩車分離式信号の導入前後における

これらの 値を比 較 する．導 入基準 を 策定する ために は ，交通量 ，車線 数 ，信号現示

時 間 な ど が 異 な る 多 く の 信 号 交 差 点 を 対 象 と す る 必 要 が あ る た め ， こ れ ら を パ ラ

メ ー タ と し て ， そ れ ぞ れ 任 意 の 値 に 設 定 す る こ と が 可 能 な マ ル チ エ ー ジ ェ ン ト シ

ミュレー ション モ デルを構 築した ． 本モデル は，歩 車 分離式信 号の導 入 を検討する

四 肢 信 号 交 差 点 と そ の 隣 に 位 置 す る 4つ の 信 号 交 差 点 ま で を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 範 囲

としてお り，歩 車 分離式信 号の方 式 は，全国 的に 最 も 多くの信 号交差 点 で採用され

ている歩 行者専 用 現示方式 とする ． また，長 野県に お ける歩車 分離式 信 号の導入実

績を基に，定周式だけではなく，押ボタン式についても検討を行う．  

 シ ミ ュ レーシ ョ ンの結果 ，交通 量 および歩 行者数 が 多い交差 点では ， 通常の信号

現示方式 におけ る 車 の平均 旅行時 間 が ，歩行 者専用 現 示方式 に おける 車 の平均旅行

時間を上 回る結 果 となった ． これ は ， 通常の 信号現 示 方式 の場 合，歩 行 者数が多い

ほど，車 が右左 折 をする際 に横断 歩 道を渡る 歩行者 の 影響を受 けやす く なるためで

あ る ． C O 2排 出 量 に つ い て は ， 車 の 平 均 旅 行 時 間 が 長 く な る ほ ど 増 加 す る が ， 現 示

方式の違 いによ る 差は見ら れなか っ た． また ，歩行 者 数が少な い信号 交 差点 では，

通常の信 号現示 方 式 の場合 より車 の 平均旅行 時間は 長 くなって しまう が ，押ボタン

式を選択 するこ と によって 車の平 均 旅行時間 の 増加 は 抑制でき ること が 分かった．

これは，歩行者の横断がないときに車の赤信号待ち時間が短縮されたためである．  

 以 上 の ことか ら ，交通量 および 歩 行者数が 多い交 差 点では ， 歩行者 専 用現示 方式

の導入に よ って ， 車の平均 旅行時 間 が導入前 より短 縮 されるた め ，積 極 的に整備を

進めてい くべき で あるとい える ． ま た， 歩行 者数が 少 ない交差 点 に歩 行 者専用現示

方 式 を 導 入 す る 場 合 に は ， 定 周 式 よ り も 押 ボ タ ン 式 の 方 が 車 の 旅 行 時 間 が 短 縮 さ

れ，効果的であることが示された．  
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